
金
溜
古
同
組
志
谷
廿
一

共
儀
無
ν
総
俄
を
申
立
.
巾
分
に
及
び
、
花
不
屈
至
阿
世
与
御
得
、
今
夏

申
隷
無
=
御
庄
一
奉
一
迷
誠
一
回
押
岡
市
侠
幕
。

辛
亥
七
月

右
は
党
政
三
年
公
背
中
場
に
於
て
、
時
中
論
の
趣
取
札
有
ν
之
口
往
也
。
此

時
加
州
都
奉
行
の
詮
滋
容
に
、
非
人
頭
者
・
前
々
よ
り
藤
内
頭
共
よ

り
相
撲
役
儀
由
・
付
、
動
向
之
儀
夫
三
勝
内
頭
よ
り
申
渡
.
蟹
非
人
頭

居
屋
敷
も
細
川
奉
行
へ
旅
内
政
よ
り
相
断
、
夫
々
相
波
也
候
儀
、
別
紙

に
有
ν
之
通
何
筏
役
山
山
に
付
て
の
俄
.
役
支
配
は
一
勝
内
初
陀
相
迷
艇
r

之
検
。
人
支
配
の
俄
は
‘
非
人
間
制
陀
も
限
ら
宇
、
非
人
・
藤
内
北
ハ
.
共

品
詞
岬
宜
死
故
障
或
は
火
災
等
陀
て
放
米
た
ど
脇
は
る
節
、
仲
町
古
よ
り

共
鎖
付
村
肝
煎
よ
り
引
搬
に
致
し
・
裁
許
の
十
村
へ
相
踊
ひ
、
北
ハ
所

の
移
行
所
取
捌
ひ
来
れ
り
o

さ
れ
ば
、
人
支
配
は
、
非
人
頭
非
人

藤
内
共
、
共
用
問
付
村
肝
前
…
の
支
配
陀
相
迷
無
ν
之
o
元
来
一
勝
内
政
三
右

衛
門
仁
磁
儀
は
・
加
越
能
三
州
藤
内
非
人
の
惣
頭
陀
て
、

都
て
人
非

民
付
て
の
印
刷
は
‘
三
右
衛
門
仁
磁
雨
人
支
配
致
し
紡
方
仕
儀
な
り
。

共
人
陀
付
て

の
儀
は
‘
共
所
の
移
行
支
配
致
す
俄
也
。
師
同
民
三
右
衛

門
-仁
蹴
雨
入
辿
も
・
十
村
直
支
配
の
者
陀
て
も
な
く
‘
共
領
付
村
肝

岡
山
支
配
致
し
た
り
。
非
人
一
問
共
‘
肱
内
顕
の
支
配
に
て
知
県
v
之
と
申
募

ぽ
、
品
工
迄
の
泊
共
身
一
代
取
立
人
有
ν
之
山
両
世
致
し
候
て
も
敢
て
指
障

問
致
、
自
今
以
後
非
人
頭
役
支
配
井
人
非
に
付
て
の
支
配
は
藤
内
頭

共
支
配
に
被
一
-
仰
波
一
人
民
付
て
の
支
配
は
往
古
よ
り
有
古
都
之
辺
り
領

付
村
肝
煎
支
配
陀
被
邑
仰
波
一
指
降
之
俄
無
v
之
と
邸
中
v
存
。
と
、
立
政

年
九
月
加
州
郡
山
中
行
水
即
五
左
術
川
恒
川
七
兵
術
よ
り
執
政
府
へ

品
目
百
出
し
た
り
。
共
の
合
商
等
は
柳
原
の
僚
に
服
せ
た
り
。

O
川
下
牢
屋
跡

此
の
牢
屋
は
、
藤
内
一
朗
仁
磁
の
邸
地
内
托
あ
り
。
故
陀
仁
磁
の
牢
と

呼
べ
り
。
此
の
獄
屋
は
、
金
岬
陣
仲
批
附
肌
改
方
車
中
行
の
所
轄
に
て
、
益
賊

改
方
所
の
手
合
に
て
捕
鯨
せ
し
箆
賊
共
を
ば
‘

仁
政
三
右
衛
門
へ

指
預
け
置
く
に
付
い
て
の
牢
屋
也
。
故
K
牢
番
及
び
附
州
方
等
も
彼
手

下
共
陀
巾
付
け
、

賄
等
の
入
伎
は
、
迫
っ
て
公
事
場
よ
り
渡
る
規
則

友
り
と
い
へ
り
。
按
十
る
陀
、
元
総
凶
年
二
月
廿
二
日
加
越
能
三
州

陀
鐙
賊
改
役
初
め
て
}
人
宛
命
ぜ
ら
れ
、
加
州
は
加
藤
十
左
衛
門
重

久
也
。
此
の
時
牢
屋
山
判
官
郡
せ
し
か
。

又
金
湖
町
合
所
に
て
捕
縛
の
議

賊
陀
斬
刑
を
加
ふ
る
硲
分
方
も
、
一
勝
内
頭
の
手
下
陀
市
付
く
る
例
な

り
け
り
。

於
=町
台
所
最
罪
申
付
候
筒
、
首
日間
等
之
俄
、

藤
内
共
御
用
無
E

手
抜
-

金
湾
古
駁
志
港
廿

凶，、

る
俄
は
.
小
松
宮
腹
等
共
所
の
部
行
よ
り
平
人
を
非
人
頭
と
一耳
ム

名
目
に
立
置
音
、
支
配
所
切
の
給
方
申
渡
儀
有
v
之
に
付
.
淀
野
中

崎
及
び
笠
録
の
非
人
頭
北
ハ
も
宥
の
振
に
相
成
り
、
平
人
交
り
可
v
致
と

の
巧
み
よ
り
事
起
り
、
唱
す
論
出
来
と
祭
せ
ら
れ
た
り
。
浅
野
中
嶋

笠
舞
の
非
人
問
共
は
、

m持
年
非
人
陀
罷
成
居
候
者
の
中
よ
り
非
人
頭

陀
藤
内
頭
よ
り
取
立
て
・
往
古
よ
り
夫
L
R

縮
方
致
し
来
る
人
非
の
者

陀
相
越
無
ν
之
。
叉
加
越
能
三
州
市
脚
内
肝
煎
は
、
藤
内
頭
北
ハ
よ
り
相

立
掠
る
問
、
佐
古
よ
り
旅
内
頭
共
よ
り
紛
方
教
し
・
非
人

-M
共
も
・

以
来
は
右
族
内
肝
煎
と
同
じ
く
・
市
脚
内
政
共
よ
り
支
配
設
す
都
陀
仰

波
さ
れ
、
人
支
配
は
領
付
村
肝
煎
‘
役
向
の
俄
は
勿
論
・
人
非
陀
付

て
の
支
配
は
、
以
来
即
時
内
一則
支
配
致
し
け
る
よ
し
、
此
の
度
は
き
と

細
川
世
り
候

τ、
此
の
以
後
彼
是
巾
・
分
出
来
致
問
敷
紛
方
の
お
に
も
可
v

然
品叫
O
A
I
ま
で
は
非
人
頭
共
・
金
〈
藤
内
頭
支
配
と
申
俄
は
さ
と
不
a

相
定
一
ゆ
ゑ
、
千
人
札
持
乞
Aruk
相
成
、
取
立
人
有
ν
之
蕊
ね
て
平
人
陀

立
戻
り
け
る
底
、
自
今
会
〈
藤
内
頭
支
配
陀
相
鋭
候
て
は
、
札
持
乞

食
之
指
障
も
山
タ
之
椛
之
旨
。
此
儀
非
人
頭
共
金
〈
泌
内
頭
支
配
に

被
=仰
波
-て
も
指
障
俄
無
ν
之
。
北
ハ
酬
削
は
平
入
札
持
乞
食
に
組
成
と
て
、

人
非
陀
滋
入
に
で
も
無
v

之
、
写
溶
よ
り
非
人
民
相
成
迄
の
事
な
れ

相
勘
候
桜
、
常
秋
申
波
、
委
曲
目
紡
紙
簡
被
a
取
世
-
段
承
組
。
共
悶
御

手
前
共
迄
総
内
頭
仁
政
願
紙
面
途
一
-披
見
一
願
之
趣
赴
又
承
局
。
愈
議

の
上
今
年
よ
り
毘
K

鳥
目
毎
歳
二
拾
質
文
宛
行
也
候
僚
、
先
建
而
酬
刷

紙
商
之
辺
、
般
怨
に
相
心
仰
候
桜
・
可
ν

被
a
巾
付
-
者
也
。所

宜
保
元
年
十
二
月
廿
日

回I

合

I'n 

森

川

政
右
衛
門
殿

笹
問
削
捌
三
右
衛
門
殴

森

庄
右
術
門
股

銭

従
前
は
仁
蹴
三
右
衛
門
の
宅
地
の
尻
地
よ
り
、
大
豆
団
組
地
の
尻

O 
鍋

之

地
へ
か
け

悉
く
芦
原
に
て
不
毛
の
荒
地
也
。
共
の
地
形
折
山
り
け

る
ゆ
土
、
俗
陀
鍋
の
つ
る
と
呼
べ
り
。
昔
犀
川
き
れ
込
み
た
る
川
跡
な

り
と
い
へ
り
。
然
る
に
迫
h
k

…
緋
悶
民
側
墾
し
‘
或
は
臨
時
内
共
の
宅
地

と
せ
し
か
ど
.
明
治
七
年
七
月
七
日
の
洪
水
陀
此
の
地
縫
よ
り
一件び

限
川
垂
れ
込
み
.
悉
く
河
原
と
成
り
け
る
を
‘
遁
L
R

岡
地
と
な
し
‘

今
は
鍋
の
つ
る
の
逃
欣
絶
え
た
り
け
り
。

O
鍋
之
銭
博
話

此
の
地
は
、
金
深
市
中
に
て
鐙
の
名
所
と
な
し
，
制
年
の
夏
季
に
は

四
七




